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自
己
主
張
を
強
く
す
る
中
国
の
対
外
行
動
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。
中
国
を
こ
う
し
た
行
動
に
駆
り
立
て
る
源
泉
は
何
か
。
国
家
の

対
外
行
動
を
「
国
際
社
会
に
お
け
る
国
益
獲
得
の
た
め
に
実
施
す
る

合
目
的
的
な
行
為
」
と
定
義
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
益
や
そ
の
実
現

の
あ
り
方
と
い
う
国
家
の
選
好
を
理
解
す
る
た
め
の
有
力
な
手
が
か

り
は
国
内
政
治
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

本
稿
は
、
国
内
政
治
と
い
う
文
脈
を
踏
ま
え
て
習
近
平
指
導
部
の

対
外
行
動
を
理
解
す
る
た
め
に
、
今
年
三
月
一
一
日
に
閉
幕
し
た
全

国
人
民
代
表
大
会
（
全
人
代
）
に
注
目
す
る
。
焦
点
は
指
導
部
の
国

内
外
の
情
勢
認
識
を
通
じ
て
観
察
で
き
る
「
自
信
と
警
戒
」
で
あ
る
。

「
新
た
な
発
展
段
階
」
と
い
う
考
え
方

　

今
年
の
全
人
代
は
、
二
〇
二
一
～
二
五
年
に
わ
た
る
国
家
の
経
済

社
会
発
展
計
画
と
三
五
年
ま
で
の
長
期
目
標
を
示
し
た
「
国
民
経
済

と
社
会
発
展
の
第
一
四
次
五
ヵ
年
計
画
と
二
〇
三
五
年
長
期
目
標
」

（
以
下
、
五
ヵ
年
計
画
）
を
審
議
し
、
採
択
し
た
。

　

こ
の
五
ヵ
年
計
画
を
、
そ
の
名
称
の
通
り
、
五
年
や
一
五
年
と
い

う
短
中
期
の
国
家
の
発
展
戦
略
が
描
か
れ
た
も
の
と
理
解
す
る
べ
き

で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
共
産
党
が
公
定
す
る
歴
史
に
示
さ
れ
て
い

る
二
一
年
七
月
の
建
党
一
〇
〇
年
を
経
て
、
二
二
年
二
月
の
北
京
冬

季
五
輪
、
そ
し
て
同
年
秋
の
第
二
〇
回
共
産
党
大
会
の
向
こ
う
側
に

あ
る
、
四
九
年
の
建
国
一
〇
〇
年
に
向
か
う
歩
み
、
と
い
う
大
き
な

絵
が
示
さ
れ
て
い
た
。
指
導
部
が
唱
え
る
、
中
華
民
族
の
偉
大
な
る

復
興
と
い
う
中
国
の
夢
の
実
現
に
向
け
た
道
程
で
あ
る
。

　

周
知
の
通
り
、
こ
の
五
ヵ
年
計
画
の
草
案
は
、
二
〇
年
三
月
の
中

央
政
治
局
会
議
で
設
置
さ
れ
た
習
近
平
中
央
総
書
記
を
組
長
と
す
る

慶
應
義
塾
大
学
教
授

加
茂
具
樹

五
ヵ
年
計
画
に
加
え
ら
れ
た
「
新
た
な
発
展
段
階
」。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
な
ど
国
力
へ
の
自
信
の
一
方
、

「
社
会
主
義
市
場
経
済
」
の
矛
盾
が
拡
大
す
る
不
安
を

強
く
持
つ
習
政
権
は
、
高
度
成
長
が
鈍
化
す
る
国
内
と

「
東
昇
西
降
」
の
世
界
情
勢
を
う
ま
く
止
揚
で
き
る
か
。

か
も　

と
も
き　

二
〇
〇
二
年
慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
博
士
課

程
修
了
。
博
士
（
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
）。
在

香
港
総
領
事
館
専
門
調
査
員
、
慶
應
義
塾

大
学
教
授
、
香
港
総
領
事
館
領
事
を
歴
任

し
、
現
職
。
編
・
著
書
に
『
現
代
中
国
の
政

治
制
度
』『「
大
国
」
と
し
て
の
中
国
』『
現

代
中
国
政
治
と
人
民
代
表
大
会
』
な
ど
。

全
人
代
に
み
る
習
近
平
指
導
部
の
自
信
と
警
戒

—
—

国
内
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
が
対
外
行
動
に
反
映
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起
草
組
が
書
き
上
げ
、
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
中
央
委
員
会
全
体
会

議
で
審
議
を
済
ま
せ
て
い
た
。
中
国
に
お
い
て
は
、
国
家
の
最
高
権

力
機
関
で
あ
る
全
人
代
が
五
ヵ
年
計
画
を
審
議
す
る
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
は
共
産
党
の
意
思
を
国
家
の
意
思
に
置
き
換
え
る
と
い
う
形
式

的
な
意
味
で
し
か
な
い
。

　

し
か
し
、
今
次
全
人
代
で
審
議
さ
れ
た
五
ヵ
年
計
画
に
は
、
昨
年

一
〇
月
の
草
案
に
は
な
か
っ
た
言
葉
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
た
。
そ

れ
が
「
新
た
な
発
展
段
階
」
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
は
、
指
導
部
の

自
信
と
警
戒
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

 

「
新
た
な
発
展
段
階
」
と
は
何
か
。
全
人
代
の
二
ヵ
月
前
の
今
年
一

月
一
一
日
に
共
産
党
中
央
党
校
で
開
催
さ
れ
た
省
級
部
長
級
幹
部
を

対
象
と
す
る
研
修
会
に
お
い
て
、
習
が
行
っ
た
重
要
講
話
は
、
そ
の

意
味
を
詳
細
に
説
明
し
て
い
た
。　

　

習
に
よ
れ
ば
、
い
ま
中
国
は
社
会
主
義
の
初
級
段
階
の
「
新
た
な

発
展
段
階
」
に
あ
る
。「
社
会
主
義
初
級
段
階
」
と
い
う
考
え
方
は
、

一
九
八
七
年
に
当
時
の
指
導
部
が
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
は

す
で
に
社
会
主
義
社
会
で
は
あ
る
が
経
済
発
展
の
程
度
は
立
ち
後
れ

て
い
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
っ
て
続
く
社
会
主
義
の
初
級
段
階
に
あ

る
と
評
価
し
た
。

　

こ
の
判
断
は
、
こ
の
後
の
改
革
・
開
放
の
展
開
に
貢
献
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
社
会
主
義
初
級
段
階
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
、
指
導
部

は
社
会
主
義
社
会
の
実
現
を
遠
い
将
来
の
こ
と
と
位
置
付
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
一
方
で
経
済
改
革
の
た
め
に
資
本
主
義
的
要
素
の

導
入
を
正
当
化
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
九
二
年
に
指
導
部
は
、「
社

会
主
義
市
場
経
済
」
と
い
う
考
え
方
を
提
起
し
て
、
社
会
主
義
と
市

場
経
済
が
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
う
し
て
共
産
党
は
、

何
が
社
会
主
義
的
な
要
素
で
何
が
資
本
的
な
要
素
な
の
か
と
い
う
論

争
に
終
止
符
を
打
ち
、「
発
展
こ
そ
堅
い
道
理
」
と
す
る
開
発
主
義

の
道
を
邁
進
し
た
。

　

こ
れ
以
来
、
歴
代
の
指
導
部
は
、
経
済
成
長
が
支
配
の
正
統
性
の

源
泉
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
経
済
成
長
に
必
要
な
安
定
し
た
国
内

環
境
と
安
定
し
た
国
際
環
境
の
実
現
を
、
一
党
支
配
の
任
務
と
位
置

付
け
て
き
た
。

　

以
上
の
理
解
を
踏
ま
え
れ
ば
、
習
が
「
新
た
な
発
展
段
階
」
と
い

う
考
え
方
を
提
起
し
た
こ
と
は
、
九
〇
年
代
以
来
、
歴
代
の
指
導
部

が
堅
持
し
て
き
た
発
展
戦
略
か
ら
の
脱
却
の
宣
言
、
と
見
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。
で
は
、
何
が
「
新
し
い
」
の
だ
ろ
う
か
。

科
学
技
術
の
革
新
へ
の
追
求

　

五
ヵ
年
計
画
の
起
草
よ
り
も
前
に
時
間
を
さ
か
の
ぼ
る
。

二
〇
一
七
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
一
九
回
党
大
会
で
習
が
読
み
上

げ
た
活
動
報
告
に
は
、
す
で
に
「
新
た
な
発
展
段
階
」
に
つ
な
が
る
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考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
た
。
活
動
報
告
は
、
社
会
の
主
要
矛
盾
が
、

従
来
の
「
人
々
の
日
々
増
大
す
る
物
質
的
文
化
的
需
要
と
、
遅
れ
た

社
会
生
産
の
間
の
矛
盾
」
か
ら
、「
人
々
の
日
増
し
に
増
大
す
る
豊

か
な
生
活
に
対
す
る
要
求
と
、
現
実
に
存
在
す
る
不
均
衡
で
不
十
分

な
発
展
と
の
間
の
矛
盾
」
へ
と
変
化
し
た
と
評
価
し
て
い
た
。
こ
れ

を
受
け
て
指
導
部
は
、「
主
要
矛
盾
」
を
解
決
す
る
と
い
う
共
産
党

の
任
務
が
、
従
来
の
生
産
力
を
高
め
る
こ
と
か
ら
「
素
晴
ら
し
い
生

活
へ
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
」
に
転
換
し
た
と
整
理
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
時
間
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
も
で
き
る
。「
新
た
な
発
展
段

階
」
は
二
〇
一
四
年
ご
ろ
に
指
導
部
が
提
起
し
た
「
新
常
態
」
と
い

う
考
え
方
に
つ
な
が
る
。
当
時
の
現
指
導
部
は
、
そ
れ
ま
で
の
年
率

九
％
以
上
と
い
う
高
度
成
長
が
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と
労
働
力

不
足
に
よ
っ
て
減
退
す
る
可
能
性
を
見
通
し
、
こ
れ
に
備
え
る
必
要

性
が
あ
る
と
見
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
指
導
部
は
、
中
国
経
済
が
高

度
成
長
の
段
階
を
終
え
た
と
理
解
し
、
中
所
得
国
の
段
階
に
入
っ
て

か
ら
も
成
長
を
維
持
す
る
た
め
の
新
し
い
戦
略
を
模
索
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
今
次
全
人
代
が
採
択
し
た
五
ヵ
年
計
画
は
、
指
導
部
の

任
務
を
人
民
の
生
活
の
質
の
改
善
と
説
明
し
て
い
る
。
質
の
改
善
と

は
「
人
民
大
衆
の
充
実
感
、
幸
福
感
、
安
全
感
へ
の
配
慮
と
そ
の
向

上
の
必
要
性
」
で
あ
り
、
経
済
成
長
に
よ
る
物
質
的
豊
か
さ
と
い
う

要
求
の
先
に
あ
る
、
中
国
社
会
が
表
出
す
る
新
た
な
要
求
で
あ
る
。

こ
れ
が
「
新
た
な
発
展
段
階
」
の
「
新
し
い
」
も
の
で
あ
る
。
指
導

部
は
、
支
配
の
正
統
性
の
源
泉
を
経
済
成
長
だ
け
に
求
め
る
時
代
が

過
ぎ
去
っ
た
こ
と
を
認
め
、
そ
れ
が
一
党
支
配
体
制
の
不
安
定
要
因

に
な
る
と
警
戒
し
て
い
る
。
近
年
、
習
が
経
済
発
展
の
前
提
と
し
て

安
全
を
語
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
（「
人
民
日
報
」
二
〇
二
〇
年

七
月
二
五
日
付
）。

　

こ
の
新
た
な
要
求
に
応
え
る
た
め
の
切
り
札
が
科
学
技
術
の
革
新

で
あ
る
。
指
導
部
は
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
一
三
次
五
ヵ
年
計
画
期

に
「
中
国
製
造
２
０
２
５
」「
中
国
標
準
２
０
３
５
」
な
ど
の
科
学

技
術
振
興
に
関
す
る
政
策
方
針
を
示
し
、
科
学
技
術
の
革
新
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
を
実
現
し
て
、
産
業
の
高
度
化
に
支
え
ら
れ
た
経
済

成
長
を
目
指
し
た
。
第
一
四
次
五
ヵ
年
計
画
は
、
こ
れ
に
「
科
学
技

術
の
自
立
と
自じ

き
ょ
う彊

」、
人
工
知
能
や
量
子
技
術
、
宇
宙
な
ど
の
先
端

分
野
を
射
程
に
入
れ
た
「
鍵
と
な
る
革
新
技
術
の
攻
略
戦
に
打
ち
勝

つ
」
と
い
っ
た
方
針
を
提
起
し
て
い
た
。
指
導
部
が
重
要
政
策
と
し

て
位
置
付
け
て
き
た
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
て
、
中
国
社
会

が
構
造
的
に
抱
え
る
地
域
の
格
差
や
貧
富
の
格
差
、
所
得
分
配
の
不

均
衡
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
中
国
が
突
入
し
た
こ
と
を
背
景
に
し
て

顕
在
化
し
た
社
会
保
障
問
題
や
定
年
退
職
年
齢
の
引
き
上
げ
を
は
じ

め
と
す
る
、
従
来
の
路
線
が
積
み
残
し
た
課
題
と
新
し
い
要
求
に
応

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
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「
東
昇
西
降
」
と
い
う
世
界

 

「
新
た
な
発
展
段
階
」
と
い
う
考
え
方
に
は
、
流
動
す
る
国
際
秩
序

に
対
す
る
指
導
部
の
認
識
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
こ
れ
を

提
起
し
た
共
産
党
中
央
党
校
に
お
け
る
重
要
演
説
の
中
で
、
習
は
流

動
す
る
国
際
秩
序
に
対
す
る
興
味
深
い
認
識
を
披
露
し
て
い
る
。「
時

と
勢
い
は
わ
れ
わ
れ
の
側
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
ぶ
れ

な
い
力
と
気
概
の
源
で
あ
り
、決
意
と
自
信
の
源
泉
で
あ
る
」と
語
っ

た
の
で
あ
る
。

　

人
民
日
報
な
ど
は
報
じ
て
い
な
い
が
、
こ
の
と
き
の
習
は
「
東
昇

西
降
」（
中
国
が
台
頭
し
、
欧
米
諸
国
の
国
力
は
後
退
）
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
見
方
を
補
っ
た
（「
新
浪
財
経
」
二
一
年
一
月
一
五
日

付
）。
習
は
「
中
国
の
台
頭
は
、
独
立
変
数
と
し
て
も
、
ま
た
従
属

変
数
と
し
て
も
国
際
社
会
に
お
け
る
力
の
分
布
に
影
響
を
与
え
て
お

り
、『
東
昇
西
降
』
と
い
う
趨
勢
の
も
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
秩

序
は
中
国
に
と
っ
て
有
利
に
展
開
す
る
だ
ろ
う
」と
述
べ
た
と
い
う
。

　

こ
の
言
葉
は
、
近
年
の
自
己
主
張
を
強
く
す
る
中
国
の
対
外
行
動

を
支
え
る
指
導
部
の
自
信
を
意
識
さ
せ
る
。
し
か
し
「
東
昇
西
降
」

と
い
う
言
葉
だ
け
を
切
り
取
っ
て
、
そ
れ
が
習
（
指
導
部
）
の
国
際

情
勢
認
識
で
あ
る
と
受
け
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
自
信

と
と
も
に
警
戒
も
あ
っ
た
。

　

二
〇
二
〇
年
一
月
二
一
日
に
始
ま
っ
た
武
漢
市
の
封
鎖
が
解
除
さ

れ
た
直
後
の
四
月
八
日
に
、
指
導
部
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
重
点

を
防
疫
か
ら
経
済
活
動
の
再
開
（「
復
工
復
産
」）
に
転
換
す
る
こ
と

を
確
認
し
、
そ
の
基
本
方
針
を
検
討
す
る
会
議
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
会
議
（
中
央
財
経
委
員
会
）
で
習
は
、
経
済
活
動
の
再
開
の

動
力
と
し
て
、
四
億
を
数
え
る
中
所
得
者
の
存
在
に
着
目
し
、
国
内

の
経
済
成
長
の
牽
引
力
と
し
て
国
内
消
費
を
拡
大
す
る
必
要
性
を
提

起
し
て
い
た
。
こ
の
発
言
は
、
後
に
五
ヵ
年
計
画
に
書
き
込
ま
れ
た

「
二
つ
の
循
環
（
双
循
環
）」
と
呼
ば
れ
る
経
済
活
動
の
再
開
と
発
展

を
促
す
モ
デ
ル
の
原
点
と
い
え
る
。
海
外
需
要
と
投
資
に
依
存
す
る

発
展
モ
デ
ル
（
国
際
大
循
環
）
と
と
も
に
、
消
費
需
要
を
中
心
に
し

た
内
需
を
好
循
環
さ
せ
る
こ
と
（
国
内
大
循
環
）
に
よ
っ
て
、
質
の

高
い
経
済
成
長
を
目
指
そ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

　

こ
の
発
言
の
真
意
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、習
が
「『
復

工
復
産
』
を
単
純
な
経
済
活
動
の
再
開
の
取
り
組
み
と
捉
え
て
は
な

ら
な
い
」
と
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
（『
求
是
』
二
〇
年
二
一
号
）。
習

は
「
復
工
復
産
」
を
新
た
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
と
科
学
技

術
の
海
外
依
存
の
改
善
の
好
機
と
捉
え
、次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

「
奥
の
手
と
な
る
技
術
を
磨
き
、
高
速
鉄
道
や
電
力
装
置
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
情
報
通
信
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
優
位
性
の
強
化
に
務
め

る
」。
そ
し
て
「
世
界
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
中
国
へ
の
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依
存
度
を
高
め
、
外
部
か
ら
の
人
為
的
な
供
給
を
停
止
し
よ
う
と
す

る
圧
力
に
対
抗
し
、
抑
止
す
る
力
を
形
作
る
必
要
が
あ
る
」。
指
導

部
は
、
自
国
経
済
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
深
く
海
外
に
依
存
し
て

い
る
こ
と
に
脆
弱
性
を
見
出
し
、
そ
れ
へ
の
対
応
策
を
講
じ
よ
う
と

し
て
い
た
。

　
「
新
た
な
発
展
段
階
」の
も
と
で
展
開
す
る
発
展
戦
略
を
支
え
る「
二

つ
の
循
環
（
双
循
環
）」
に
は
、
中
所
得
者
の
大
国
で
あ
る
中
国
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
経
済
低
迷
を
克
服
す
る
能

力
が
あ
る
と
い
う
自
信
と
、
中
国
経
済
を
支
え
る
既
存
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
有
し
て
い
る
脆
弱
性
へ
の
警
戒
が
並
存
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

社
会
主
義
と
資
本
主
義
の
矛
盾
の
中
で

 

「
新
た
な
発
展
段
階
」
と
い
う
考
え
方
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

習
指
導
部
は
国
内
と
国
際
情
勢
に
対
す
る
、
相
反
す
る
認
識—

—

自
信
と
警
戒—

—

に
と
ら
わ
れ
て
い
る
。
経
済
成
長
に
と
も
な
い

国
力
が
増
大
し
た
中
国
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
力
の
分
布
の
変
化

を
牽
引
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
国
際
政
治
経
済
の
重
心
が
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
へ
移
動
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。
習
近
平
が
一
九
回
党

大
会
の
活
動
報
告
で
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
中
国
は
世
界
の
舞
台
の

中
心
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
こ
と
が
指
導
部
の
自

信
を
支
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
中
国
は
二
つ
の
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
警

戒
へ
と
つ
な
が
る
。
課
題
の
一
つ
は
中
国
経
済
と
社
会
の
あ
り
方
に

由
来
し
て
い
る
。
高
度
成
長
を
終
え
、
中
所
得
国
の
段
階
に
入
っ
た

経
済
の
成
長
を
い
か
に
維
持
し
、
そ
し
て
物
質
的
豊
か
さ
の
追
求
の

次
の
段
階
に
あ
る
「
素
晴
ら
し
い
生
活
へ
の
需
要
」
に
ど
の
よ
う
に

応
え
る
の
か
と
い
う
課
題
で
も
あ
る
。

　

こ
の
課
題
は
、
過
去
三
〇
年
間
、
共
産
党
の
極
め
て
成
功
し
た
経

済
改
革
が
生
み
出
し
た
、
多
様
化
し
た
社
会
と
一
元
的
な
政
治
を
貫

く
共
産
党
と
の
間
で
増
大
す
る
矛
盾
に
対
す
る
指
導
部
の
警
戒
に
転

化
す
る
。
習
が
「
新
た
な
発
展
段
階
」
で
の
経
済
活
動
の
あ
り
方
と

し
て
「
発
展
と
安
全
の
両
立
」
と
い
う
概
念
を
提
起
し
て
い
る
こ
と

は
、
指
導
部
の
問
題
関
心
の
重
点
を
端
的
に
表
し
て
い
る
（「
人
民

日
報
」
二
〇
年
一
一
月
一
五
日
付
）。

　
「
安
全
」
へ
の
指
導
部
の
関
心
の
強
さ
は
、
対
香
港
政
策
に
も
表
れ

て
い
る
。
二
〇
年
六
月
に
香
港
国
家
安
全
維
持
法
を
立
法
し
、
ま
た

三
月
に
は
香
港
の
選
挙
制
度
の
改
正
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。「
愛
国
者
が
香
港
を
統
治
す
る
（
愛
国
者
治
港
）」
と
い
う
政
治

原
則
の
も
と
で
、
香
港
の
「
一
国
二
制
度
」
の
「
一
国
」
に
力
点
を

置
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
指
導
部
の
国
内
情
勢
に
対
す
る

警
戒
と
緊
密
に
連
携
し
て
い
よ
う
。
指
導
部
は
香
港
へ
の
外
国
勢
力
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の
浸
透
を
問
題
視
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
香
港
に
対
す
る
管
制
強
化

を
正
当
化
す
る
た
め
の
方
便
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
習
指
導
部
が
「
双
循
環
」
を
提
起
し
、
国
内
消
費
の
活
性

化
を
促
す
施
策
を
進
め
る
過
程
で
、
企
業
の
活
動
に
対
し
て
愛
国

心
を
求
め
る
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
も
、
指
導
部
の
「
安
全
」

へ
の
関
心
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
（「
人
民
日
報
」
二
〇
年
七
月
二
二

日
付
）。
こ
う
し
た
企
業
活
動
に
対
す
る
指
導
部
の
関
心
の
表
明
は
、

共
産
党
と
企
業
と
の
間
の
関
係
の
行
方
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
想
像
さ
せ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
「
社
会
主
義
市
場
経
済
」
と

い
う
考
え
方
を
も
っ
て
封
じ
込
め
て
き
た
社
会
主
義
的
要
素
と
資
本

主
義
的
要
素
と
の
間
の
矛
盾
が
、
今
、
顕
在
化
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
処
に
有
効
だ
と
い
う

集
権
的
な
政
治
体
制
が
、
果
た
し
て
経
済
発
展
や
科
学
技
術
革
命
を

促
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
も
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

「
自
信
」
と
表
裏
一
体
の
「
警
戒
」

　

い
ま
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
中
国
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
に
由
来
す

る
。
指
導
部
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
世
界
経
済
の

低
迷
が
長
期
的
傾
向
と
な
り
、
米
中
関
係
の
悪
化
と
経
済
安
全
保
障

を
め
ぐ
っ
て
中
国
に
対
す
る
警
戒
が
喚
起
さ
れ
た
こ
と
に
、
国
際
秩

序
は
不
安
定
性
と
不
確
実
性
を
増
し
て
ゆ
く
と
見
て
い
る
。
こ
れ
は

中
国
が
経
済
成
長
に
伴
っ
て
国
力
を
増
大
さ
せ
た
こ
と
、
特
に
、
国

際
社
会
に
お
け
る
構
造
的
パ
ワ
ー
の
強
化
を
追
求
し
た
結
果
で
も
あ

る
。
国
際
情
勢
に
対
す
る
警
戒
が
、
指
導
部
内
で
強
く
共
有
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
「
ア
メ
リ
カ
主
導
の
国
際
秩
序
は
い
ま
だ
に
中
国
を

受
け
入
れ
て
い
な
い
」（「
環
球
網
」
一
六
年
七
月
八
日
付
）
と
い
う

認
識
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
警
戒
の
解
消
は
当
面
期
待
で
き
な

い
。
過
去
三
〇
年
間
、
共
産
党
の
極
め
て
成
功
し
た
経
済
改
革
の
成

果
に
よ
っ
て
、
急
速
に
存
在
感
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
自

信
が
、
既
存
の
国
際
秩
序
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
指

導
部
の
警
戒
を
生
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
整
理
を
通
じ
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
指
導
部
の
「
警
戒
」

は
自
信
を
支
え
る
開
発
主
義
路
線
の
「
成
功
の
産
物
」
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
指
導
部
が
抱
く
自
信
と
警
戒
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
当

面
の
間
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

本
稿
が
導
き
出
せ
る
中
国
の
対
外
行
動
に
関
す
る
展
望
は
、
実
際

に
す
で
に
発
生
し
て
い
る
状
況
は
今
後
も
持
続
す
る
で
あ
ろ
う
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
行
動
は
、
指
導
部

の
国
内
外
情
勢
に
対
す
る
自
信
と
警
戒
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
現
在
、
客
観
的
に
見
て
中
国
に
対
す
る
外

部
の
脅
威
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
国
際
的
に
中
国
は
最
も
安
全
な
環
境

に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
皮
肉
な
こ
と
と
も
い
え
る
。
●




